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内容は現時点のものであり，今後の状況により一部変更となる可能性もありますので， 

本学からの発表についてご注意願います。 



教科 科目名等 教科等 科目名等

国 国 国 国語総合 ◎大学入試センター試験の利用教科・科目について
地歴 世A,世B,日A,日B,地理A,地理B 地歴 世B,日B,地理Bから１　　 １．選択教科・科目のうち、必要教科・科目数を超
公民 現社,倫,政経，倫・政経 外 ｺﾐｭ英Ⅰ・ｺﾐｭ英Ⅱ・ｺﾐｭ英Ⅲ・英表Ⅰ   えて受験している場合には、高得点の教科・科目
数 数Ⅰ･数A   を採択する｡ただし、地歴および公民から１科目を

数Ⅱ･数B,簿,情報から１ 【２教科】 　利用する場合は、得点にかかわらず、第１解答科
理 物基，化基，生基，地基から２（又は物，化，生，地から１）※ その他 小論文 　目を採択する。
外 英（リスニングを含む）,独,仏,中,韓から１ 　　なお、理科で基礎を付していない１科目を利用

　する場合の科目の採択方法については、大学入試
【６教科８（７）科目又は５教科８（７）科目】 　センターが試験時間等を決定した後に改めて公表

国 国 数 数Ⅰ･数Ⅱ･数A･数B 　する。
地歴 世A,世B,日A,日B,地理A,地理B 理 物理基礎・物理，化学基礎・化学， ２．「簿記・会計」又は「情報関係基礎」を選択解
公民 現社,倫,政経，倫・政経 生物基礎・生物，地学基礎・地学から１ 　答できる者は、高等学校（中等教育学校の後期課
数 数Ⅰ･数A 　程を含む。）において、これらの科目を履修した

数Ⅱ･数B,簿,情報から１ 【２教科】 　者（大学入学資格検定試験合格者で、これらの科
理 物，化，生，地から２ 小論文 　目に合格した者を含む。）及び文部科学大臣の指
外 英（リスニングを含む）,独,仏,中,韓から１ 　定を受けた専修学校高等課程の学科の修了（見込）

　者に限る。
【５教科７科目】 ３．「学校教育教員養成課程（実技系）（前期日程）」

国 国 実技検査 　を受験する者は、地歴および公民から２科目を選択
地歴 世A,世B,日A,日B,地理A,地理B 　した場合には、理科で基礎を付した２科目（又は
公民 現社,倫,政経，倫・政経 　基礎を付していない科目１科目）を選択するか、
数 数Ⅰ･数A 　もしくは、地歴および公民から１科目を選択した

数Ⅱ･数B,簿,情報から１ 　場合には、理科で基礎を付し　ていない科目２科目
理 物基，化基，生基，地基から２（又は物，化，生，地から１）※ 　を選択する。

もしくは物，化，生，地から２ ４．外国語の「英語」については、筆記試験（２０
外 英（リスニングを含む）,独,仏,中,韓から１ 　０点）とリスニングテスト（５０点）の合計得点

　を２００点に換算したものを得点（素点）とする。
【６教科８（７）科目又は５教科８（７）科目　

もしくは５教科７科目】 ※地歴又は公民で２科目を選択する場合には、同一
国 国 実技検査 　名称のA・B出題科目、同一名称を含む出題科目同
地歴 世A,世B,日A,日B,地理A,地理B 　士との組合わせはできない。
公民 現社,倫,政経，倫・政経 ※理科で基礎を付していない１科目を選択できる一
数 数Ⅰ･数A   定の条件については、大学入試センターが試験時

数Ⅱ･数B,簿,情報から１   間等の詳細を決定した後に改めて公表する。
理 物基，化基，生基，地基から２（又は物，化，生，地から１）※

もしくは物，化，生，地から２
外 英（リスニングを含む）,独,仏,中,韓から１ ◎個別学力検査について

１．「国語総合」については、近代以降の文章、古
【６教科８（７）科目又は５教科８（７）科目　 　典（古文、漢文）を出題範囲とする。

もしくは５教科７科目】 ２．「数学Ⅰ」，「数学Ⅱ」，「数学Ａ」は全範囲
　を出題範囲とし,「数学Ｂ」については、数学Ｂ
　（数列、ベクトル）を出題範囲とする。
３．「英語表現Ⅰ」については、リスニングを出題
　範囲から除く。

その他
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後期日程

その他

　
実　技　系

｢音楽又は美術｣ 前期日程

その他
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教
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成
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文　科　系

前期日程

一般入試

後期日程

理　科　系

前期日程

　
実　技　系

｢保健体育｣ 前期日程

平成28年度入学者選抜における実施教科・科目等（予告）の変更について

　平成２５年３月２２日付け「平成２８年度入学者選抜における実施教科･科目等」の記載について、下記のとおり変更いたします。

【変更学部】教育学部

【変更内容】１．総合教育課程の学生募集を停止します。
　　　　　　２．学校教育教員養成課程の推薦入試に、「一般推薦枠」と「地域（紀南）推薦枠」を設けます。
　　　　　　　　予告済みの推薦募集枠を廃止し、新たに「一般推薦枠」として、「初等教育コース」・「中等教育コース」・「特別支援教育コース」にて募集を行いま
す。
　　　　　　　　新設する「地域（紀南）推薦枠」では、「初等教育コース」・「中等教育コース」にて募集を行い、「一般推薦枠」との併願はできません。
　　　　　　３．一般入試「実技系」から募集コース名「教科教育コース」の表記を削除します。

【変更理由】教員養成機能の一層の充実と強化に向け、平成２８年度入試から学校教育教員養成課程のコースを再編するとともに、総合教育課程を廃止するため。

　　　　　　　　　　教科・科目名等
　学部名 選抜

大学入試センター試験の利用教科・科目名 個別学力検査等
備　　　   　考

から１

から２※もしくは１

から２

から２※もしくは１

から２※



和歌山大学

教科 科目名等 教科等 科目名等

国 国 面接 ◎大学入試センター試験の利用教科・科目について

地歴 世A,世B,日A,日B,地理A,地理B １．選択教科・科目のうち、必要教科・科目数を超

公民 現社,倫,政経，倫・政経   えて受験している場合には、高得点の教科・科目

数 数Ⅰ･数A   を採択する｡ただし、地歴および公民から１科目を

数Ⅱ･数B,簿,情報から１ 　利用する場合は、得点にかかわらず、第１解答科

理 物基，化基，生基，地基から２（又は物，化，生，地から１）※ 　目を採択する。

外 英（リスニングを含む）,独,仏,中,韓から１ 　　なお、理科で基礎を付していない１科目を利用

　する場合の科目の採択方法については、大学入試

【５教科７（６）科目】 　センターが試験時間等を決定した後に改めて公表

大学入試センター試験を課さない。 小論文・面接等   する。
２．「簿記・会計」又は「情報関係基礎」を選択解
  答できる者は、高等学校（中等教育学校の後期課
　程を含む。）において、これらの科目を履修した
　者に限る。　
３．外国語の「英語」については、筆記試験（２０
　０点）とリスニングテスト（５０点）の合計得点
　を２００点に換算したものを得点（素点）とする。

※理科で基礎を付していない１科目を選択できる一
　定の条件については、大学入試センターが試験時

　間等の詳細を決定した後に改めて公表する。

教

育

学

部

特別支援教育コース

初等教育コース
（文科系又は理科系） 地域

（紀南）
推薦枠

その他

中等教育コース
（文科系又は理科系）

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

初等教育コース
（文科系又は理科系）

一般
推薦枠

推薦入試

その他

中等教育コース
（文科系又は理科系）

平成28年度入学者選抜における実施教科・科目等（予告）

　　　　　　　　　　　教科・科目名等
　学部名 選抜

大学入試センター試験の利用教科・科目名 個別学力検査等
備　　　   　考

から１



和歌山大学

教科 科目名等 教科等 科目名等

国 国 国 国語総合 ◎大学入試センター試験の利用教科・科目について
地歴 世A,世B,日A,日B,地理A,地理B 地歴 世B,日B,地理Bから１　　 １．選択教科・科目のうち、必要教科・科目数を超
公民 現社,倫,政経，倫・政経 外 ｺﾐｭ英Ⅰ・ｺﾐｭ英Ⅱ・ｺﾐｭ英Ⅲ・英表Ⅰ   えて受験している場合には、高得点の教科・科目
数 数Ⅰ･数A   を採択する｡ただし、地歴および公民から１科目を

数Ⅱ･数B,簿,情報から１ 【２教科】 　利用する場合は、得点にかかわらず、第１解答科
理 物基，化基，生基，地基から２（又は物，化，生，地から１）※ その他 小論文 　目を採択する。
外 英（リスニングを含む）,独,仏,中,韓から１ 　　なお、理科で基礎を付していない１科目を利用

　する場合の科目の採択方法については、大学入試
【６教科８（７）科目又は５教科８（７）科目】 　センターが試験時間等を決定した後に改めて公表

国 国 数 数Ⅰ･数Ⅱ･数A･数B 　する。
地歴 世A,世B,日A,日B,地理A,地理B 理 物理基礎・物理，化学基礎・化学， ２．「簿記・会計」又は「情報関係基礎」を選択解
公民 現社,倫,政経，倫・政経 生物基礎・生物，地学基礎・地学から１ 　答できる者は、高等学校（中等教育学校の後期課
数 数Ⅰ･数A 　程を含む。）において、これらの科目を履修した

数Ⅱ･数B,簿,情報から１ 【２教科】 　者（大学入学資格検定試験合格者で、これらの科
理 物，化，生，地から２ 小論文 　目に合格した者を含む。）及び文部科学大臣の指
外 英（リスニングを含む）,独,仏,中,韓から１ 　定を受けた専修学校高等課程の学科の修了（見込）

　者に限る。
【５教科７科目】 ３．「学校教育教員養成課程（実技系）（前期日程）、

国 国 実技検査 　総合教育課程（後期日程）」を受験する者は、地歴
地歴 世A,世B,日A,日B,地理A,地理B 　および公民から２科目を選択した場合には、理科で
公民 現社,倫,政経，倫・政経 　基礎を付した２科目（又は基礎を付していない科目
数 数Ⅰ･数A 　１科目）を選択するか、もしくは、地歴および公民

数Ⅱ･数B,簿,情報から１ 　から１科目を選択した場合には、理科で基礎を付し
理 物基，化基，生基，地基から２（又は物，化，生，地から１）※ 　ていない科目２科目を選択する。

もしくは物，化，生，地から２ ４．外国語の「英語」については、筆記試験（２０
外 英（リスニングを含む）,独,仏,中,韓から１ 　０点）とリスニングテスト（５０点）の合計得点

　を２００点に換算したものを得点（素点）とする。
【６教科８（７）科目又は５教科８（７）科目　

もしくは５教科７科目】 ※地歴又は公民で２科目を選択する場合には、同一
国 国 実技検査 　名称のA・B出題科目、同一名称を含む出題科目同
地歴 世A,世B,日A,日B,地理A,地理B 　士との組合わせはできない。
公民 現社,倫,政経，倫・政経 ※理科で基礎を付していない１科目を選択できる一
数 数Ⅰ･数A   定の条件については、大学入試センターが試験時

数Ⅱ･数B,簿,情報から１   間等の詳細を決定した後に改めて公表する。
理 物基，化基，生基，地基から２（又は物，化，生，地から１）※

もしくは物，化，生，地から２
外 英（リスニングを含む）,独,仏,中,韓から１ ◎個別学力検査について

１．「国語総合」については、近代以降の文章、古
【６教科８（７）科目又は５教科８（７）科目　 　典（古文、漢文）を出題範囲とする。

もしくは５教科７科目】 ２．「数学Ⅰ」，「数学Ⅱ」，「数学Ａ」は全範囲
国 国 国 国語総合 　を出題範囲とし,「数学Ｂ」については、数学Ｂ
地歴 世A,世B,日A,日B,地理A,地理B 地歴 世B,日B,地理Bから１　　 　（数列、ベクトル）を出題範囲とする。
公民 現社,倫,政経，倫・政経 外 ｺﾐｭ英Ⅰ・ｺﾐｭ英Ⅱ・ｺﾐｭ英Ⅲ・英表Ⅰ ３．「英語表現Ⅰ」については、リスニングを出題
数 数Ⅰ･数A 　範囲から除く。

数Ⅱ･数B,簿,情報から１
理 物基，化基，生基，地基から２（又は物，化，生，地から１）※
外 英（リスニングを含む）,独,仏,中,韓から１

【６教科８（７）科目又は５教科８（７）科目】 【２教科】
国 国 数 数Ⅰ･数Ⅱ･数A･数B
地歴 世A,世B,日A,日B,地理A,地理B 理 物理基礎・物理，化学基礎・化学，
公民 現社,倫,政経，倫・政経 生物基礎・生物，地学基礎・地学から１
数 数Ⅰ･数A

数Ⅱ･数B,簿,情報から１
理 物，化，生，地から２
外 英（リスニングを含む）,独,仏,中,韓から１

【５教科７科目】 【２教科】
国 国
地歴 世A,世B,日A,日B,地理A,地理B
公民 現社,倫,政経，倫・政経
数 数Ⅰ･数A

数Ⅱ･数B,簿,情報から１
理 物基，化基，生基，地基から２（又は物，化，生，地から１）※

もしくは物，化，生，地から２
外 英（リスニングを含む）,独,仏,中,韓から１

【６教科８（７）科目又は５教科８（７）科目　
もしくは５教科７科目】

理　科　系

総合教育課程 後期日程

その他 面接

教

育

学

部

後期日程

その他

　
実　技　系

｢音楽又は美術｣
（教科教育コース）

前期日程

その他

　
実　技　系

｢保健体育｣
（教科教育コース）

前期日程

その他

文　科　系

学
 
校
 
教
 
育
 
教
 
員
 
養
 
成
 
課
 
程

文　科　系

前期日程

一般入試

後期日程

理　科　系

前期日程

前期日程

総

合

教

育

課

程

平成28年度入学者選抜における実施教科・科目等【変更前】

　　　　　　　　　　　教科・科目名等
　学部名 選抜

大学入試センター試験の利用教科・科目名 個別学力検査等
備　　　   　考

から１

から２※もしくは１

から２

から１

から２※もしくは１

から２※もしくは１

から２※

から２※ から２



和歌山大学

教科 科目名等 教科等 科目名等

国 国 面接 ◎大学入試センター試験の利用教科・科目について

地歴 世A,世B,日A,日B,地理A,地理B １．選択教科・科目のうち、必要教科・科目数を超

公民 現社,倫,政経，倫・政経   えて受験している場合には、高得点の教科・科目

数 数Ⅰ･数A   を採択する｡ただし、地歴および公民から１科目を

数Ⅱ･数B,簿,情報から１ 　利用する場合は、得点にかかわらず、第１解答科

理 物基，化基，生基，地基から２（又は物，化，生，地から１）※ 　目を採択する。

外 英（リスニングを含む）,独,仏,中,韓から１ 　　なお、理科で基礎を付していない１科目を利用

【５教科７（６）科目】 　する場合の科目の採択方法については、大学入試

国 国 　センターが試験時間等を決定した後に改めて公表
地歴 世A,世B,日A,日B,地理A,地理B   する。
公民 現社,倫,政経，倫・政経 ２．「簿記・会計」又は「情報関係基礎」を選択解
数 数Ⅰ･数A   答できる者は、高等学校（中等教育学校の後期課

数Ⅱ･数B,簿,情報 　程を含む。）において、これらの科目を履修した
理 物基，化基，生基，地基から２ 　者に限る。　

（又は物，化，生，地から１）※ ３．外国語の「英語」については、筆記試験（２０
外 英（リスニングを含む）,独,仏,中,韓から１ 　０点）とリスニングテスト（５０点）の合計得点

【３教科４（３）科目】 　を２００点に換算したものを得点（素点）とする。

もしくは

国 国 ※理科で基礎を付していない１科目を選択できる一
地歴 世A,世B,日A,日B,地理A,地理B 　定の条件については、大学入試センターが試験時
公民 現社,倫,政経，倫・政経 　間等の詳細を決定した後に改めて公表する。
数 数Ⅰ･数A

数Ⅱ･数B,簿,情報
理 物，化，生，地から２
外 英（リスニングを含む）,独,仏,中,韓から１

【３教科４科目】

面接

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

教育科学コース
「特別支援教育学」

推薦入試

その他

教科教育コース
「技術又は家庭」

教

育

学

部

児童教育コース
「児童教育」

総合教育課程

その他

平成28年度入学者選抜における実施教科・科目等【変更前】

　　　　　　　　　　　教科・科目名等
　学部名 選抜

大学入試センター試験の利用教科・科目名 個別学力検査等
備　　　   　考

から１

から１

から１



和歌山大学

教科 科　目　名　等 教科等 科　目　名　等

国 国 数 数Ⅰ・数Ⅱ・数A・数B，簿から１
地歴 世B，日B，地理B
公民 現社，倫，政経，倫・政経 外 ｺﾐｭ英Ⅰ・ｺﾐｭ英Ⅱ・ｺﾐｭ英Ⅲ・英表Ⅰ
数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Aから１

数Ⅱ，数Ⅱ・数B，簿，情報から１
理 物基，化基，生基，地基から２（又は物，化，生，地から１）※
外 英（リスニングを含む），独，仏，中，韓から１

【６教科８（７）科目又は５教科８（７）科目】
国 国 その他 小論文
地歴 世A，世B，日A，日B，地理A，地理Bから１または２
公民 現社，倫，政経，倫・政経から１
数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Aから１

数Ⅱ，数Ⅱ・数B，簿，情報から１
理 物基，化基，生基，地基から２

（又は物，化，生，地から１）※

外 英（リスニングを含む），独，仏，中，韓から１
【３教科４（３）科目又は２教科３科目】

大学入試センター試験を課さない。 その他 小論文
面接

大学入試センター試験を課さない。 その他 小論文
面接

教科等 科目名等

外 TOEIC公開テスト又はTOEFL iBTのスコアを利用する。（スコアは出願時に
提出）

その他 小論文
面　接

平成28年度入学者選抜における実施教科・科目等（予告）

　
　　　　　　　  教科・科目名等
　
  学部名

選抜
大学入試センター試験の利用教科・科目名 個別学力検査等

備　　　　考

その他 面　接

◎大学入試センター試験の利用教科・科目について
１．選択教科・科目のうち、必要教科・科目数を超えて受験している
　場合には，高得点の教科・科目を採択する。ただし，地歴および公
　民から１科目を利用する場合は，得点にかかわらず，第１解答科目
　を採択する。
　　なお，理科で基礎を付していない１科目を利用する場合の科目の
　採択方法については，大学入試センターが試験時間等を決定した後
　に改めて公表する。
２．「簿記・会計」又は「情報関係基礎」を選択解答できる者は，高
　等学校（中等教育学校の後期課程を含む。）において，これらの科
　目を履修した者（大学入学資格検定試験合格者で，これらの科目に
　合格した者を含む。），および文部科学大臣の指定を受けた専修学
　校高等課程の学科の修了（見込）者に限る。
３．前期日程を受験する者は，地歴および公民の２科目を選択する際，
　【世B，日B，地理B】から必ず１科目以上を選択すること。
４．後期日程を受験する者は，国語，地歴・公民，数学，理科から２
　科目または３科目を選択する際，次の選択を可とする。
　ａ．地歴および公民から２科目
　　　【世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂから１または２】
　　及び【現社，倫，政経，倫・政経から０または１】を組み合わせ
　　計２科目を選択。
　ｂ．数学から２科目
　　　【数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａから１】及び【数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，簿，
　　情報から１】から１科目ずつの計２科目を選択。
　ｃ．理科の基礎を付している科目から２科目と，国語，地歴，公民
　　数学から１科目の計３科目を選択。
　ｄ．理科の基礎を付していない科目から１科目と，国語，地歴，公
　　民，数学から１科目の計２科目を選択。
５．地歴又は公民で２科目を選択する場合には、同一名称のＡ・Ｂ出
　　題科目、同一名称を含む出題科目同士との組み合わせはできない。
６．後期日程において，地歴および公民の中から第２解答科目の得点を
　　採択する場合は，第１解答科目の得点を採択する場合に限る。

　※理科で基礎を付していない１科目を選択できる一定の条件について
　　は，大学入試センターが試験時間等の詳細を決定した後に改めて公
　　表する。

◎個別学力検査について
１．「数学Ⅰ」，「数学Ⅱ」，「数学Ａ」は全範囲を出題範囲とし,
　「数学Ｂ」については、数学Ｂ（数列、ベクトル）を出題範囲と
　する。
２．前期日程で「簿記」を選択解答できる者は，高等学校（中等教育
　学校の後期課程を含む。）において，これらの科目を履修した者
　（大学入学資格検定試験合格者で，これらの科目に合格した者を
　含む。），及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の
　学科の修了（見込）者に限る。
３．「英語表現Ⅰ」については、リスニングを出題範囲から除く。

後期日程

（社会科学を学ぶうえで必要な理解力，論理的な思考力，表
現力を問う。）

経済学科
ビジネスマネジマント学科
市場環境学科

推薦入試

スポーツ
推薦入試

経済学科
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科
市場環境学科

帰国子女
特別入試

経
　
　
　
　
　
済
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
部

経済学科
ビジネスマネジマント学科
市場環境学科

前期日程

一般入試

経済学科
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科
市場環境学科

3年次
編入学

学部・学科名 選抜
個別学力検査等

経
済
学
部

経済学科
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科
市場環境学科

社会人
特別入試

その他 面　接

から２
又は３

から２



和歌山大学

教科 科　目　名　等 教科等 科　目　名　等

国 国 数 数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲ・数A・数B
地歴 世A，世B，日A，日B，地理A，地理B 外 ｺﾐｭ英Ⅰ・ｺﾐｭ英Ⅱ・ｺﾐｭ英Ⅲ・英表Ⅰ
公民 現社，倫，政経，倫・政経
数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Aから１

数Ⅱ，数Ⅱ・数B，簿，情報から１
理 物,化,生,地から２
外 英（リスニングを含む），独，仏，中，韓から１

【５教科７科目】
国 国 その他 総合問題「記述解答問題」
地歴 世A，世B，日A，日B，地理A，地理B （システム工学を学ぶにふさわしい能力・
公民 現社，倫，政経，倫・政経 　適性等を判断する。）
数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Aから１

数Ⅱ，数Ⅱ・数B，簿，情報から１
理 物,化,生,地から２
外 英（リスニングを含む），独，仏，中，韓から１

【５教科７科目】

国 国 その他 面接
地歴 世A，世B，日A，日B，地理A，地理B
公民 現社，倫，政経，倫・政経
数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Aから１

数Ⅱ，数Ⅱ・数B，簿，情報から１
理 物,化,生,地から２
外 英（リスニングを含む），独，仏，中，韓から１

【５教科７科目】

平成28年度入学者選抜における実施教科・科目等（予告）

　
　　　　　　　　　　教科・科目名等
　
　学部名 選抜

大学入試センター試験の利用教科・科目名 個別学力検査等

備　　　　考

シ
ス
テ
ム
工
学
部

システム工学科

前期日程

一般入試

◎大学入試センター試験の利用教科・科目について

１．地歴および公民において，必要教科・科目数を超え
　て受験している場合には，得点にかかわらず第１解答
　科目を採択する｡
２．「簿記・会計」又は「情報関係基礎」を選択解答で
　きる者は，高等学校（中等教育学校の後期課程を含
　む。）において，これらの科目を履修した者（大学入
　学資格検定試験合格者で，これらの科目に合格した者
　を含む。）及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校
　高等課程の学科の修了(見込み)者に限る｡

◎個別学力検査等について

１．「数学Ⅰ」，「数学Ⅱ」，「数学Ⅲ」，「数学Ａ」
　は全範囲を出題範囲とし,「数学Ｂ」については、
　数学Ｂ（数列、ベクトル）を出題範囲とする。
２．「英語表現Ⅰ」については、リスニングを出題範囲
　から除く。

後期日程

システム工学科 推薦入試

◎大学入試センター試験の利用教科・科目について

１．地歴および公民において，必要教科・科目数を超え
　て受験している場合には，得点にかかわらず第１解答
　科目を採択する｡
２．「簿記・会計」又は「情報関係基礎」を選択解答で
　きる者は，高等学校（中等教育学校の後期課程を含
　む。）において，これらの科目を履修した者（大学入
　学資格検定試験合格者で，これらの科目に合格した者
　を含む。）及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校
　高等課程の学科の修了(見込み)者に限る｡

から１

から１

から１



和歌山大学

教科 科　目　名　等 教科等 科　目　名　等

国 国 国 国語総合
地歴 世B，日B，地理B 数 数Ⅰ・数Ⅱ・数A・数B
公民 現社，倫，政経，倫・政経 外 ｺﾐｭ英Ⅰ・ｺﾐｭ英Ⅱ・ｺﾐｭ英Ⅲ・英表Ⅰ
数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Aから１

数Ⅱ，数Ⅱ・数B，簿，情報から１
理 物基，化基，生基，地基から２（又は物，化，生，地から１）※
外 英（リスニングを含む），独，仏，中，韓から１

【６教科８（７）科目又は５教科８（７）科目】
国 国 その他 小論文
地歴 世A，世B，日A，日B，地理A，地理B
公民 現社，倫，政経，倫・政経
数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Aから１

数Ⅱ，数Ⅱ・数B，簿，情報から１
理 物基，化基，生基，地基から２

（又は物，化，生，地から１）※
外 英（リスニングを含む），独，仏，中，韓から１

【３教科４（３）科目又は２教科３科目】
大学入試センター試験を課さない。 その他 書類選考

面接

大学入試センター試験を課さない。 その他

教科等 科目名等

観
光
学
部

観光経営学科
地域再生学科

社会人
特別入試

その他 小論文
面　接

観光経営学科
地域再生学科 ＡＯ入試

学部・学科名 選抜
個別学力検査等

観
光
学
部

観光経営学科
地域再生学科

前期日程

一般入試

◎大学入試センター試験の利用教科・科目について
１．選択教科・科目のうち、必要教科・科目数を超えて
　受験している場合には，高得点の教科・科目を採択す
　る。ただし，地歴および公民から１科目を利用する場
　合は，得点にかかわらず，第１解答科目を採択する。
　　なお，理科で基礎を付していない１科目を利用する
　場合の科目の採択方法については，大学入試センター
　が試験時間等を決定した後に改めて公表する。
２．「簿記・会計」又は「情報関係基礎」を選択解答で
　きる者は，高等学校（中等教育学校の後期課程を含
　む。）において，これらの科目を履修した者（大学入
　学資格検定試験合格者で，これらの科目に合格した者
　を含む。），および文部科学大臣の指定を受けた専修
　学校高等課程の学科の修了（見込）者に限る。
３．前期日程を受験する者は，地歴および公民の２科目
　を選択する際，【世Ｂ，日Ｂ，地理Ｂ】から必ず１科
　目以上を選択すること。
４．後期日程を受験する者は，地歴および公民から２科
　目を選択，又は数学の【数Ⅰ，数Ⅰ・数Aから１】およ
　び【数Ⅱ，数Ⅱ・数B，簿，情報から１】から１科
　目ずつの計２科目選択することができる。
５．地歴又は公民で２科目を選択する場合には、同一名
　　称のＡ・Ｂ出題科目、同一名称を含む出題科目同士
　　との組み合わせはできない。
６．後期日程において，地歴および公民の中から第２解
　　答科目の得点を採択する場合は，第１解答科目の得
　　点を採択する場合に限る。

　※理科で基礎を付していない１科目を選択できる一定
　の条件については、大学入試センターが試験時間等の
　詳細を決定した後に改めて公表する。

◎個別学力検査について
１．「国語総合」については、近代以降の文章、古典
　（古文、漢文）を出題範囲とする。
２．「数学Ⅰ」，「数学Ⅱ」，「数学Ａ」は全範囲を出
　題範囲とし,「数学Ｂ」については、数学Ｂ（数列、
　ベクトル）を出題範囲とする。
３．「英語表現Ⅰ」については、リスニングを出題範囲
　から除く。

後期日程

観光経営学科
地域再生学科 推薦入試

書類選考
面接
プレゼンテーション（事前に設定した
テーマについて、資料等を準備のうえ説
明してもらう。資料等と説明の内容に基
づき質疑応答を行う。）

平成28年度入学者選抜における実施教科・科目等（予告）

　
　　　　　　　  教科・科目名等
　
  学部名

選抜
大学入試センター試験の利用教科・科目名 個別学力検査等

備　　　　考

から２
または３
（理科で基
礎を付した
２科目を選
択した場
合）

から１
から２

から１
または２


